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横浜港にあるノースドックは在日米陸軍・海軍 

専用の港湾施設である。ベトナム戦争当時、戦場か

ら戻ってきた米軍戦車が陸揚げされ、修理・整備が

すめば、ここから戦場に送りだされていた。1972 年

８月５日、日本からの戦車輸送に反対する市民の 

ピケ隊が、ドック手前にある村雨橋に座りこんだ。 

M48 戦車を積んだトレーラー車５台が橋を渡れず

に止まった。20 トン以上、一定幅以上の車両が村 

雨橋を通るには許可が必要とする法の力もあった。

翌８月６日、トレーラーは戦車を修理した相模総 

合補給廠へと引き返した。 

相模原市にある補給廠は在日米軍施設だ。米軍 

車両の修理・整備、車両移動の訓練などを行なう。

かねてよりノースドックからの戦車に人肉片が貼 

りついていることや、米軍戦車だけでなく南ベト 

ナム軍戦車もあることは知られていた。米軍の行 

動は明らかに日本国主権の侵害だったが、日本政 

府が米軍に訴えることはなかった。補給廠では   

1970 年代初頭当時、４千人近い日本人労働者が働 

いていた。戦車が引き返してくると、補給廠のゲー

ト前には次々とテントが立った。テント村を拠点 

に、ゲートからの車両搬出がないかの監視や、座り

こみ、泊まりこみの抗議行動が行なわれた。周辺住

民からは反感もあったが支援もあった。 

10 月、通行車両を制限する法令は米軍と自衛隊 

には不適用とする政令改定が閣議決定される。こ 

れを機に、戦車輸送を止めた 100 日間の闘争は終 

息していく。 

50 年前の輸送阻止行動に関わった人々をはじめ

とする 54 人のインタビューと、当時の資料映像で 

構成されたすぐれたドキュメンタリーだ。インタ 

ビューに答えるのは、輸送阻止をしようと参加し 

た人ばかりではない。彼らを制止、排除しようと出

動した機動隊員、戦車輸送した運送会社社長もい 

る。バランスを配慮した人選がされているが、ドキ

ュメンタリーの力点ははっきりしている。 

その第１は、1970 年代当時の反戦運動の新しさ 

だ。輸送阻止行動へと人々を動かしたのは、ベトナ

ム戦争に加担するのは嫌だという危機感だった。 

戦後占領期以来、日本人の戦争観は圧倒的に被害 

者としてのものだった。それを批判する動きが起 

こり、1960 年代後半には加害の側に自らを含める 

新しい反戦、新しい社会運動が始まっていた。テン

ト村には政党諸派のテントも労働組合のテントも 

あったが、それらと並んで「ただの市民が戦車を止

める」会のテントもあったのがこの時代らしい。こ

こに限らず、組織に依存しない市民の運動への志 

向があった。昨今では当然になったこともあれば 

忘れられたこともあるが、1960 年代後半からの異 

議申し立ての時代における社会運動の達成として 

記憶すべきことは多い。 

力点の第２は、在日米軍基地の存在を許してい 

る日本という国の危機にある。本作の目的は、半世

紀前の輸送阻止行動の意義を掘りおこすだけのこ 

とではあるまい。基地機能や安保条約、日米地位協

定に関する軍事・政治史、政治学の研究者たちが 

口々に語る日本国家の、世界でも類を見ない現在 

の危機。在日米軍基地は縮小しているが、むしろ破

壊力は増している。自衛隊がその一翼を担うため 

の体制整備も進んでいる。日本は独立国家として 

の主権をすでにアメリカに譲り渡している。戦車 

輸送阻止の闘いで垣間見えた米軍基地の特権に目 

を凝らせば、いまに至る「属国」としての日本の実

像が見える。日本国の未来をどうつくるか。憲法９

条があるから安全保障（平和）は「在日米軍の駐留

がないと成り立たない」と日本政府は考えている。

山本章子氏（国際政治史）のこの指摘で、９条をめ

ぐる護憲と改憲の二元論の罠に気づかされる。護 

憲か改憲かを越える地平で平和をつくるにはどう 

したらよいのだろう。 

私が神奈川で市民運動に参加したのは 1975 年か

らだ。本作に登場する S さんや R さんと出会い、 

ともに活動するなかで、村雨橋の闘いの話もなん 

どか聞いたことがある。彼らは戦車輸送阻止行動 

以来、補給廠からの搬出入トラックを監視したり、

周辺住民の生活への影響などを監視したりと地道 

な活動を続けている。毎月送られてくる『監視団ニ

ュース』は、補給廠という地味な基地施設が実は世

界の戦争に直結している現実を教えてくれる。本 

年３月刊の第 528号には、補給廠で実施された米陸

軍第 38防空砲兵旅団（別名：太平洋の守護者）の

訓練が報告されている。また米空軍ヘリが住宅地上

空を旋回飛行して補給廠に向かったという報告もあ

る。周辺住民の安全が脅かされているというのに、

あいかわらず日本政府が米軍に物申すことはない。      

（日本、2020年、104分） 


